


水害常襲地帯の越後平野
　3年に1度の頻度で水害が発生した越後平野。潟や沼が点在する低湿地帯のため水
はけが悪く、浸水が長期化したほか、腰まで水に浸かりながら稲刈りをする泥沼の田んぼ
「深田」が各地に広がっていました。

英知を結集した第2期工事

　川底の洗堀によって突如として陥没した自在堰。これに代
わる可動堰と、川底の洗堀を防ぐ床留・床固を建設しました。
工事は青山士、宮本武之輔が指揮を執りました。繰り返された請願活動

　度重なる水害を防ぐために大河津分水の実現を
切望した有志たち。資金調達に奔走する者、工事
の設計書を描く者、大河津分水の必要性を説いた
冊子を作る者。100人を超える人 が々新潟で、あるい
は東京へ大阪へと出向き請願をくり返しました。

横田切れ

浸水が長びき家に帰
ることができず、樹
木等に板を縛り付け
た仮住まいで生活す
る人もいました。

深田で使用した
“田かんじき”

深田の農作業を再現した模型

　明治29(1896)年7月22日に発生した「横田切れ」では越
後平野のほぼ全域が約1カ月にわたって浸水し、食料や住居
を失い伝染病に苦しむ人々で溢れました。

横田切れの浸水深を表した柱

本間屋数右衛門の墓
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大河津分水に関わる主なできごと
本間屋数右衛門が初めて大河津分水の建設を
江戸幕府に請願する。

この頃、良寛が水害を嘆いた詩「寛政甲子夏」を
遺す。

水害により越後平野全域に被害。分水工事を求
める請願活動が活発化。

7月7日、大河津分水工事（第１期）起工式。分水
路の開削を開始。

政府は外国人技術者の意見をもとに大河津分
水工事（第1期）を中止。

田沢実入、高橋健三らが信濃川治水会社を設
立し大河津分水実現運動を展開。

7月22日、記録的な大水害｢横田切れ｣が発生し
越後平野は壊滅。

政府は大河津分水工事（第2期）を含む信濃川
改良工事を決定。同年、工事着手。

7月5日、寺泊において、信濃川改良工事起工式。
本格的な掘削工事を開始。

8月25日、大河津分水路に通水。200年にわたる
悲願達成。

3月23日、信濃川改良工事竣工式。大勢の参列
者で大河津分水が賑わう。

6月、自在堰が陥没し信濃川・中ノ口川などが枯
渇。12月、信濃川補修工事に着手。

6月20日、信濃川補修工事竣功式。記念碑も合
わせて建立。

分水路河口の洗堀を防止するために第二床固
の副堰堤を建設。

信濃川治水100年事業の一環として、信濃川大
河津資料館開館。

第二床固バッフルピアの完成。

洗堰改築の着工。

4月、新洗堰を建設する洗堰改築事業竣工式挙
行。信濃川大河津資料館リニューアル。

可動堰改築の着工。

6月、新可動堰を建設する可動堰改築事業竣工
式挙行。

3月17日、大河津分水路改修事業起工式挙行。
本格的な工事を開始。

10月13日、台風の影響で大雨が降り、大河津水位観
測所では観測史上最高水位となる17.06mを記録。

8月25日、大河津分水通水100周年。
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　人力の運搬車“鍋トロ” 通水を喜ぶ人々 水と空気の力を利用し動く自在堰

建設中の可動堰当時制作された可動堰の模型

宮本武之輔の日記

陥没した自在堰

第2期工事計画平面図

威信を賭けた補修工事

青山士 宮本武之輔

補修工事竣功記念碑
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　大河津分水の通水により大水
害がなくなった越後平野。泥沼の
田んぼは美田に生まれ変わり、新
幹線や高速道路などのインフラが
整備されました。大河津分水は越
後平野発展の礎であり、今日もま
た人々の暮らしを支えています。

■米どころの誕生
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歴史がまとめられている、田沢実入著「信濃川改良工事沿革誌」

　日本で最初の大型機械を用いた山地掘削、日本初の自在堰の建設など、最新の技術
とノウハウを結集し、およそ15年にわたり工事を続け、大正11（1922）年8月25日、大河津分
水路に初めて通水しました。

【数字で見る横田切れの被害】
☞ 死者43名
☞ 浸水家屋：60,621棟
☞ 損壊家屋：10,882棟
☞ 冠水田畑：58,254ha
☞ 堤防決壊箇所：874箇所
☞ 堤防決壊延長：約228km
☞ 破壊橋梁：1,809箇所
☞ 被害額：約1,231万円

大河津分水のあゆみ大河津分水のあゆみ 幾度となく繰り返された請願活動。ついに工事が始まり大河津分水が通水した後の自在堰陥没。
多くの困難を乗り越えて大河津分水は、その後も何度も補修工事や改築増築工事をへて、現在
の姿になっています。

数字で見る
第2期工事

☞ 掘削距離：約10km
☞ 掘削土量：約2,880万㎥

☞ 従事者数：延べ1,000万人
☞ 事業費用：約2,350万円

☞ 本格的な工事期間：15年
　　　着工は1907（明治40）年
　　　完了は1927（昭和2）年

令和元年
東日本台風越後平野を守った大河津分水
水位の高い状態が長時間にわ
たりましたが、可動堰を全開に
して上流からの洪水を大河津
分水路へ流し続けることで越後
平野を水害から守りました。

大河津分水路 信濃川

令和元年洪水時
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洗堰を開き、下流域の用水と
して、270㎥/sを放流する。
その他の水のほとんどは可
動堰から越流し、分水路を通
り、日本海へ流下させる。

洗堰を閉じ、可動堰を開
け、全量を日本海に流下
させる。

下流部が洪水でない場合は、
洗堰を開き、下流域の用水と
して、270㎥/sを放流する。
可動堰を開け、洪水のほとん
どを日本海へ流下させる。

中下流部洪水時は洗堰
を閉じ、可動堰を開け、
全量を日本海へ流下さ
せる。

中流部洪水時 中下流部洪水時
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開 開 開 開
※オレンジ色は洪水が発生している区間であることを示す。
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